










研究の背景 

児の出生後 1～2年における発達的変化の過程を的確に理解するためには,個体の生物学的

要因と外的環境要因(特に母に関する要因)との継続的関連を縦断的に捕らえることが必要

である。具体的には,本研究において児の生物学的特徴(気質)・母の養育観や態度・母子間

の相互作用さらに母子を包む外部環境条件が児の満1～1 1/2 歳ごろにおける母へのアタ

ッチメント形成にどのように関連しているか,さらには 2歳ごろにおける児の自己意識・母

からの圧力の受容度にどのように関連するのかということについて,妊娠 32 週に対象者(

初産第 1子を分娩する予定の婦人)を選定し,以後約2年間の追跡を行うことを目的として

いる。 


